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 ここでは、平成 20～21 年度の筏流しの研究活動を紹介する。 
























平成 20 年 5 月より、亀岡市保津町在住の元
筏士である上田潔氏と酒井昭雄氏に筏組・筏
流しの技術について聞き取り調査をしてきた。
元筏士はこの地域では 2 人だけとなった。 
上田氏は、大正 9 年 4 月 29 日、亀岡市保
津町生まれ。昭和 23 年頃筏士となる。酒井氏







写真 2 元筏士の聞き取り調査 
写真 3 上田氏（右）と酒井氏（左） 
朝、7 時半ごろ山陰本線の亀岡駅を汽車で出発し、保津峡駅で下車し、保津川の現場へと
向かう。主に筏士は 4～5 名で、木馬1) や車（牛に曳かせる）で川辺に運ばれた木材を川に
落とす者、木材を太さや長さによって並べ替える者、1 連ずつ筏に組む者、組まれた連を 1












 ここでは紙面上の都合もあり、昭和 20 年代の保津川
の筏組と筏流しの概略のみとする。 
保津川における筏のサイズは、保津峡の川幅の狭さ
や流れの激しさ等により、幅約 2.7m、長さ約 55m3) ま
でとされた。筏を細分化すると約 12～13 連の筏で構成













                                                  
1) 木馬(きんま)…木材を運ぶそりみたいなもの。 
2) 筏仲仕…筏を解体し、嵯峨の貯木場まで運ぶ。 
3) スギ筏は幅 1 間 2 尺×長さ 30 間が江戸時代（延宝期）以来の協定規格であった。（藤田 1973） 
   
図 1 保津川の筏の構図 
 
かつては、筏を 2～3 人で操舵し、1 人目は、ハナに乗り、岩などにあたらないようにヒ
ノキの竿で岩や川底を突き、2 人目はワキで舵を取り、3 人目は筏の後尾で筏が岩に当たら
ないよう竿を突いた。  
























写真 4 連を組む 写真 5 連をつなぐ 
写真 6 筏体験教室（平成 20 年） 


































 上記の課題を考慮し、平成 21 年 9 月、2 度目の筏流しは、急流部でも多少緩やかなコー
スを選択し、筏の長さは昨年と同じ 6 連、全長は約 24m と決めた。1 連の長さ約 4m は昔
 




































いた。その通りであった。かつては筏士になって 1 年以上は舵を持てなかったそうだ。1 年
 





































写真 9 筏流し（平成 21 年） 
写真 10 葉枯らし伐採 
う方法。伐採後、へら状の道具で木皮をめくり、木の先の枝は残す。枝葉を残すことで乾
燥を促す方法である。京都府農林水産技術センター調べでは、伐倒 4 日目に 70%程度であ
った含水率が、25 日目には 40%程度に低下しており、山の中での乾燥としては適当とされ
た。これらの木材は、8 月、9 月の筏流しに活用した。 
 
筏組用備品の調達 

































写真 11 60 年ぶりのカン打ち 
写真 12 日吉町での筏流し 
の大切さを伝えるには、子どものころの原体験が不可欠だ。それによって、将来、山や川
を見つめる目が養われると思う。 
 子ども、さらには、大人の心と体を引きつけるシンボルとして、筏流しは存在価値があ
るのでないだろうか。筏流しを橋渡しとして、地域の山や川に人々の心が集まることを願
ってやまない。 
 
筏木材の利用 
 筏流しに使用した木材をただ放置しておいても意味がなく、それでは、立木と同義であ
る。何かに利用して初めてその価値は生まれる。木材の嫁入り先探しが始まった。一つは
亀岡市篠町自治会の長尾山の里山事業、そして、京都市右京区嵯峨の車折神社である。長
尾山の里山事業では山小屋に、車折神社では大国主命を祀る社の玉垣に使用される予定で
ある。このように地域の産物を地域で利用する。この図式が確立すれば、無駄な輸送料や
CO2の排出量も削減され、また、山へ経済的に還元されれば、人工林の更新も促進される。
CO2 の吸収率が上がり、建材として何十年も使われば固定率も上がるであろう。役目を終
えた建材は燃料となり、灰となり、畑の肥やしにもなる。 
 
４．まとめ 
 放置される山、ごみだらけの川、それに無関心な人々。いつからそうなったのであろう
か。私は昭和 30 年代が分岐点であったと思う。そう、保津川から筏の姿が消え、農業、林
業形態が変わり、鍛冶屋も消えていった。昭和 30 年代に戻ろうとは思わない。しかし、そ
れ以前の生活様式を再考してみてみたい。山と川と人々がともにつながり暮らしていた時
代を。それぞれが恩恵を受けていた時代を。その時代を象徴するものが「筏」ではないだ
ろうか。 
 今後も、「筏」を通して、流域の人々とともに、流域の歴史・文化を考え、流域活性化の
道筋を考えていきたい。 
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写真 1…亀岡市文化資料館提供 
写真 2～12…京筏組提供 
 
 
